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  特　集   環境を守るためのごみダイエット環境を守るためのごみダイエット

　本市では「人が輝きまちがきらめく快
適・環境都市鳥取」の実現をめざし、市
民・市民活動団体・事業者、そして行政
が一体となって、持続可能な循環型社会
を形成するため、３R運動を強力に推進
しています。
　そのためには、さらなるごみの減量化・
再資源化を推進するため、平成22年度
を目標に、1人1日あたりのごみの総排
出量を1,068㌘から900㌘に、資源回
収率を12.4㌫から20㌫とする数値目標
を定め取り組んでいるところです。
　この目標を達成するためには、市民や
事業者のみなさんに、ごみ問題を自らの
問題としてとらえ行動していただくこと
が必要であり、ごみになるようなものは
買わない、物を大切にし繰り返して使う、
ごみになった場合は分別を徹底し再資源
化を図るなど、ごみゼロ社会に向けた取
り組みを、みなさんと一緒になって進め
ていきたいと考えております。

地球環境を守るための3 つの R

ものを大切にし、ごみを出さない Reduse=リデュース

使い終わっても、繰り返して使う Reuse=リユース

処分するときは、資源として再生する Recycle=リサイクル
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